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岡 山 醫 科大 學 法 醫 學 教室

吉 本 精 一

緒 言

織頸 ニヨル 自殺 ハ古今東西 テ通 ジ最 モ普通 ニ行 ハルルモノ ニシテ,頸 部 ニ索條 テ纒絡 シ他端

ヲ1點 ニ於 テ固定 シタル後,索 條 ニヨ リテ 自己 ノ體 重 テ支持 シツツ懸垂 シテ死 ニ至 ルモ ノナ リ.

頸 部ニ纒 ヘル索 條 ガ自己 ノ體 重 ニヨ リテ緊張 スル ヤ,氣 道 ハ絞壓 セ ラ レテ閉塞 シ,此 處 ニ窒息

ラ招來 シ,更 ニ,頸 部 ノ皮下 ヲ縦走 スル重要 ナル血管 及 ピ神經 テ壓迫 シテ其 機能 テ障礙 スルニ

至 ル,即 チ,頸 動脉 ヲ壓 シテ頭腔 内 ニ動 脉血 ノ流 入スルヲ妨 グ,所 謂腦貧 血 ヲ起 シテ意 識 ノ溷

濁 ヲ招來 シ,又 迷走 神經 ヲ壓迫 シテ コレテ機械的 ニ刺戟 シ,心 臟 及 ピ肺 臟 ノ機能 テ障凝 ス,此

ノ如 ク縊 死 ニ ヨ リテハ呼吸 困難 ノ外腦 及 ピ心臟 ノ機能 テ妨 グル故 ニ,詫 ダ容 易 ニ且急 速 ニ死 テ

招來 シ,殊 ニ,腦 貧 血 ニ ヨル意識 ノ溷 濁 ハ窒 息時 ノ極 ク初期 ニ來 リ,自 縊者 ノ苦 痛 テ甚 グ シク

輕減 スル モノナ リ,從 テ古來 自殺 ノ方 法 トシテ縊 頸 ガ一般 ニ多 ク行 ハルル ハ實 ニ宜 ナ リ.

上 記 ノ如 ク,頸 部 ノ絞壓 ガ自己 ノ體 重 ニ ヨル モ ノナル ガ,體 重ハ自己 ノ身體全部 ナル ト一部

ナル トテ問 ハズ シテ其 目的 ヂ達成 スルモ ノナ リ,然 ルラ以テ古 ヨ リMarc, Tardieu, Casper,

 Taylor, Esquirol, Duchesne, Remer等 ノ諸氏 ハ縊 死者 ノ採 リタル種 々ノ體位 ニ ツキ興味 アル

例 テ報 告 セ リ(1). Maschka (1)氏 ハ 自己ノ經驗 シタル多 數 ノ縊死 ニ於 テ其 ノ大 多數 ハ立位 ナ

リシガ,異 常型 トシテ完 全膝位2例,不 全膝位1例,半 膝位2例,完 全坐位1例,半 坐位3例,

臥 位2例 ヲ認 メタ リ.

縊 死 ハ殆 ド全部 自爲 ニヨル モ ノ ト見 ラルル ガ,稀 ニ防禦 力ノ全 クナ キモノ,意 識 ナキモノ,或

ハ小兒等 ガ他爲 ニ ヨ リテ縊頸 セ ラルル コ トア リ,又 他 殺死體 テ自総死 ニ擬 スル爲 メ死後 ニ懸垂

スル コ トア リ,殊 ニ絞殺 死體 テ懸垂 シタル場合 ニハ,剖 檢 所 見 ガ総死 ノ場合 ト相類似 スル所 ノ

ミ多 ク シテ特 異 ノ點 甚 ダ少 キ故 ニ,其 何 レナ リヤ,又 從 ツテ 自爲 ナ リヤ他爲 ナ リヤノ制 定 テ下

スニ際 シテハ愼 重且細 密ナル注意 ヲ要 スル モノナ リ,殊 ニ異常 ナル體位 テ採 レル懸垂 死體(膝

位,坐 位,臥 位 等)ニ 於 テ然 リトス.其 中 ニテモ臥位 ニ於 ケル縊死 ニ アリテハ,死 體所見 中重

要 ナル頸 部 ノ所 見 ガ輕度 ニシテ,且 絞殺死體 ノ頸 部所 見 ニ甚 ダ シク類似 シテ リ,又 元來縊死 ニ

稀 ナル體 位 ナル テ以 テ誤診 ニ或 ハ診斷困難 ニ陪 ル コ トナ シ トセズ.

臥 位自縊ニ關スル文獻ヲ按ズルニTardier (2)氏 ハ1囚 人ガ監房ニ於テ索條 ノ1端 ヲ瓦斯ロニ固定 シ,他

端 ヲ頸部ニ纒絡 シ,腹 臥位ニテ縊死 セル1例 ヲ, Hofmann (3)氏 ハ背臥位ニテ自縊セル2例 ヲ記載セ リ,最

近InnsbruckノA. Lorenz (4)氏 ハ1寡 婦ガ寝臺ノ傍ニ於テ頸部 ヲ2重 ニ纒絡シタル索條ヲ寝臺 ノ頭側ノ

柱頭 ニ固定 シ,腹 臥位ニテ縊死 セル1例 ニツキ,其 死體所見,即 チ一般窒息死 ノ症候,頸 部ノ索條及ビ索溝
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1468 吉 本 精 一

ノ性状,甲 状軟骨右上角 ノ骨折竝 ニ死體周圍 ノ状況ニヨリ,臥 位ニ於ケル縊死ナルヲ推定 シタルヲ報告シ,

 Innsbrnok大 學 ノ法醫學教室 ニテ過去35年 間ニ檢 シタル110例 ノ縊死者中臥位ニ於ケル縊死ハ本例以外 ニ

唯1例 寝臺ノ上ニ臥 シタル儘自縊セル1男 子アリタルノミナルヲ追記セ リ,又F. Reuter (5)氏 ハ「ホテル」

ニ於テ室 ノ扉 ノ引手ニ索條ノ1端 ヲ固定 シ.仰 臥位ニテ自縊死セル興味アル1例 ヲ報告セリ.

縊死死體 バ一般剖檢所見 ヲ竝 ニ詳述スル要ナシト雖モ臥位ニ於ケル縊死死體 ノ剖檢所見ハ定型的縊死ニ

於ケルモノト稍々異ナル所アルヲ以テ爾者ニツキテ其主要ナル點 ノミヲ記述且比較スベシ.

外 表所見:外 表ニ於テハ,先 ヅ.頸 部顔面等索條 ヨリモ上部ニ位セル部位全般ガ著明 ニ紫藍色 ヲ呈 シ,

且 浮腫状ヲナスヲ常 トシ,更 ニ上胸部或ハ肩胛部等索條 ニ隣接セル部位,亦 同様ナル所見ヲ呈スルコト多

シ,是 レ索條 ノ壓迫ニ因 リテ皮下靜脉血 ノ還流ヲ妨グルニ由ルモノナリト解セラル,但 シ稀ニハ反對ニ蒼白

ナルコトア リ,次 ニ死斑 ノ發生ハ通常 ノ縊死ニアリテハ四肢 ノ末端等比較的低キ位置ニ位セル部位ニ著 シ

ク現ハレ,濃 汚赤色乃至帶紫赤色ヲ呈スルモノナルガ,コ ハ死後ニ於ケル死體ノ状態經過時間等ニヨリテー

様ナラズ.第3ニ ハ眼瞼結膜或ハ時 トシテ其他顔面,頸 部,上 胸部,肩 胛部等 ハ皮膚 ニ,一 般急佐窒息死ニ共

通ナル縊血點ヲ存スルコトナリ,然 リ而 シテ外表所見中最 モ重要ナルハ次ニ述プル頸部ニ於ケル索溝ナ リ.

一般 ニ索溝ヲ硬性 ト軟性 トノ2ツ ニ分 ツヲ得ペシ
,前 者ハ懸垂ニ際 シ生 ジタル表皮剥脱ガ死後乾燥 シテ

羊皮紙様 ニ變化 シ,革 様褐色ヲ呈スルモノニシテ通常比較的硬キ索條ガ作用シタル時ニ生ズルモノナ リ,後

者ハ蒼白ナル溝状 ノ皮膚陥凹ニシテ軟キ索條ヲ以テ短時間懸垂シ,而 モ餘 リニ強大ナルカ ノ加ハラザ リシ

場合(即 チ特殊 ノ體位ヲ取 レル縊死殊 ニ臥位縊死ノ場合等ニシテ縊死以外 ノ索條死 ニモ見 ラル)ニ,多 ク生

ジ時 トシテハ數時間ニシテ不明瞭 トナ リ又ハ消失スルコトアルモノナリ.而 シテ之等ノ索條ガ,生 前頸部ヲ

絞壓セラレテ生 ジタルモノナラバ.當 時皮下組織其他ニ損傷及ビ出血ヲ見ルコト多 シト雖テ,コ ハ必ズシモ

然ラズ,特 ニ索條ガ長ク其儘頸部ヲ壓迫シツツ残存セル時ニハ出血ヲ訣如スルコトアリ,次 ニ索條 ノ位置ニ

關シテハ,先 ヅ定型的縊 死ナル場合,前 頸部ニ於テ舌骨及ビ喉頭 ノ邊 ヲ横切 リテ左右二走 リ,直 チニ兩側共

ニ後上方 ニ斜走 シテ顳〓骨莖状突起附近ニ至ルヲ常 トシ,索 條ガ,項 部ニ於テ結紮セラルルカ或ハ索條 ト項

部 トノ間ニ室間又ハ異物例パ 毛髪等ノ存在スルヤ否ヤニ從 ヒテ後頸部 ニ於ケル索溝バ一様ナラズ,而 シテ

索溝ハ前頸部 ニ於テ最モ著シク,側 方ヨリ後上方ニ至ルニ從ヒテ漸次不明瞭 トナル,サ レド索條 ノ性質(粗

糧ナル時)或 ハ喉頭軟骨ノ状態(隆 起セル時)等 ニヨリ,懸 垂ニ際シ索條ガ上方ニ滑ルヲ妨グルヲ以テ,索

溝 ハ位置ガ前頸部ニ殻テ少 シク下方,即 チ喉頭或 ハ氣管軟骨 ノ高サニ存スルコトアルハ怪ムニ足 ラズ.

然 ルニ非定型的ノ縊死特ニ臥位ニ於ケル縊死ニア リテハ上記外表所見ハ比較的輕微ナルコト多 シ(6. 7)

即チ索溝ハ所謂軟性ニシテ前頸部ニ於テハ喉頭或ハ氣管 ノ上 ニ存シ.略 ボ水平ニ頸部ヲ後走ス.

内景的所見:内 景所見 トシテハ先ヅ急性窒息死ニ見 ラルル一般所見 ノ他,特 記スペキハ内頸部ニ於ケル

變化ナリ.即 チ前頸部諸筋ノ斷裂及ビ出血,喉 頭軟骨ノ骨折,總 頸動脉内膜ノ破裂,脊 柱フ骨折ヲ擧ゲ得ペ

シ.定 型的縊死ニ於テ見 ラルル喉頭軟骨 ノ損傷中最モ多キハ甲状軟骨上角及ビ看骨大角ノ完全或ハ不全骨

折ニシテ甲状軟骨板,或 ハ環状軟骨 ニ骨折ヲ見ルコト甚ダ稀ナリ,只 老性變化ヲ起セル喉頭,殊 ニ環状甲状

靱帶ノ部ニ索條 ノ懸 リテ,直 接ニ之ヲ左右及 ビ前方ヨリ壓スル時 ニハ,生 ズル コトコレアルモノナリ,索 條

ハカカル位置ハ非定型的 ノ縊死,特 ニ臥位ニ於ケルモノニ於テハ多ク見 ラルルモノニシテ,此 際甲状軟骨板

ハ某正中即チ前角 ノ部ニ於テ垂直ニ骨折シ,同 時ニ環状軟骨ガ後方ニ壓セラルル爲メ共弓部ニ於テ1箇 所
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又ハ2箇 所ノ骨折ヲ伴 フコト多 ク又氣管軟骨 ハ骨折 ヲモ招來スルコトアリ.而 シテ此 ノ如キ骨損傷 ガ,比 較

的若キ女子ノ柔剛ナル軟骨ニ起 リ難キハ當然 ト云フペシ.

他 ノ累條死即チ扼殺或ハ絞殺 ニ於テハ其内外ノ所見ガ恰モ上記 シタル非定型的縊死ノ所見 ト相類似スル

所多ク,從 ツテ時 トシテハ診斷竝ニ鑑別ニ困難 ヲ來タスコトナシ トセズ,偶 々予バカカル1例 ヲ經験 シタル

故ニ竝ニ報告セソトス.

實 例

1.剖 檢 ヲナスニ至 リタル理由:

永年半身不隨ニテ臥床セル72歳 ノ老母ガ某年4月16日 共 夫トロ論ノ末,頭 部ヲ毆打セラレテ挫創 ヲ生

ジ,一 時失神ノ状態ニ陥 リシモ暫時ニシテ意識ヲ同復 シ,醫 師ニヨリ創 ノ手當 ヲ受 ケ,經 過良好ナリシガ同

月22日 ニ至 リ突如死亡スルニ至レ リ.死 體ヲ診 タル醫師ハ生前ノ症状ニ據 リ,腦 出血ニヨル死 ト考へ死亡

診斷書ワ作製交付シタルヲ以テ,當 時ハ何事モナク死體 ヲ埋葬 シダルガ,死 亡前近ク頭部ヲ毆打セラレ受傷

シタルコトア リトノ評ハ,近 隣ニ擴ガリテ遂ニ警官ノ耳 ニモ入ルニ至 レリ,依テ事實ノ有無ガ取調ペラレタ

ル所,果 シテ,然 ル事實 ノア リタル事明カトナリタル故ニ,檢 事局 ノ活動ヲ見ルコトトナ リ,竝 ニ死因如何

ハ重要ナル點ナ レバ遂 ニ剖檢ニ據 リテ鑑定 スルコトトナリ,予亦其剖檢ニ關係セ リ.今 剖檢所見 ノ要點 ヲ抜

記セバ次 ノ如 シ.

2.外 表所見:

(1)埋 葬 セル墓地ハ甚ダシキ低地 ニシテ濕潤シヲリ,棺 ヲ發掘スルニ其過半ハ水中ニ浸漬セリ,從 ツテ

水ハ棺中ニモ侵入シヲリテ,死 體 ノ殆 ド全部ハ(僅 ニ頭部 ハミヲ水面上ニ現ハス)水 中ニ存セリ.體 格稍々

小,螢 養中等,死 體強直ハ何 レノ關節ニモ存セズ.

(2)頭 部 ニハ少許 ノ暗灰色毛 ヲ混ズル白髪ヲ稍々疎 ニ生ジ,左 顱頂部ニ次ノ如キ創傷ア リ.

(イ)左 耳殼 ノ上方約10.0cmノ 部 ニハ, 3.0cm長, 0.4㎝ 幅 ノ皮膚斷裂アリ,本 創ハ前稍々右方ヨリ後

稍々左方ニ斜走 シ,創 縁ノ1部 ハ已ニ癒着セ リ,之 ヲ剥離スルニ創ロバ擴大 シテ4.0㎝ 長 ヲ算ス,創 角ハ

略ボ尖鏡,創 縁稍々不整ニシテ鈍降鋭薄 ノ状不明,創 面平滑ヲ訣ギ深サ殆 ド骨膜ニ建 シ,骨 質ニハ損傷ナ

キモノノ如 シ.

(ロ)前 創(イ)ノ 後方約2.0cmノ 部 ニハ更ニ2箇 ノ創傷ア リ,其1ハ 略ボ前後ニ走 リ,創 縁ハ巳ニ癒着

シ微 ニ彎曲ス,之 ヲ剥離スルニ1.5cm長, 02cm幅 ヲ算シ,右 創縁ハ僅ニ鋭薄,左 創縁ハ之ニ適應シテ少

シク鈍降 ス,其 他ノ性状ハ略ボ(イ)創 ニ同 ジ,其2ハ0.5cm長, 0,15cm幅 ヲ算スル單ナル表皮剥脱ニシ

テ淡暗褐色 ヲ呈ス,而 シテ(イ)(ロ)兩 創間ノ皮下組織ハ濃暗赤色ヲ呈シ,灘 布ニヨリ拭除セラレズ(生 前

ノ出血).

(ハ)前 記(イ)創 ノ前方ニハ汚黒色 ノ粘稠物(軟 膏 ノ類)ヲ 附着セ リ,之 ヲ除去スルニ創縁 ノ已ニ癒着 セ

ル創傷ア リ,之 ヲ剥離 スルニ2.5㎝ 長, 0.3cm幅 淡赤色 ヲ呈スル皮膚斷裂ナリ,創 角,創 縁及ビ創面ノ性

状竝ニ深サバ略ポ(イ)創 ニ等 シ.

(3)顔 面左右兩眼瞼結膜ハ汚赤色ヲ呈スルモ温血點ナク,一 般ニ皮下組織 ニハ血色素ノ滲潤著明ナリ.

(4)左 側頸部ニハ前端ヲ略ポ甲状軟骨下部 ノ高サニ發シ,左 微上方ニ走 リ,左 耳殼 ノ下方ニ於テ漸次消
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失スル全長5.0乃 至6.0cm,幅 約0.5cmノ 太 キ線状 ノ表皮剥脱 アリ,殘 存遊離セル表皮ハ灰白色 ヲ呈シテ

(水 中ニ浸漬セシ爲 メナ リ)本 創ノ存在ヲ明カニス.本 創 ニハ皮膚 ノ陥没ナク,又 コレニ連絡 シテ存スル皮

溝或ハ創傷 ヲ他ニ認 メズ.

(5)胸 部,腹 部,脊 面及ビ外陰部ニ特記スペキ損傷異常ナク,手 部及ビ左右下腿以下ハ灰白色ヲ呈シ,

皺襞多 シ.兩 下腿ハ細クシテコレニ數箇ノ表皮剥脱ヲ存ス,肛 門ハ少シク〓開 シ帶緑汚黄色 ノ糞便少許ヲ漏

ラシ,周 圍ハ コレニヨリ少 シク汚染 セラル。

3.内 景所見:

(6)頭 腔 ヲ開檢スルニ先チ,頭 皮下ヲ檢スルニ,前 記創傷部ノ皮下葺ハ組織間出血アリ,又(ハ)創 右方

ノ皮下ニハ,鳩 卵大ノ室洞ア リテ附近ニハ組織間出血ヲ存 シ,之 等ノ創傷 ニ相當スル頭骨ニハ損傷異常 ヲ認

メズ,頭 腔内ニハ異常ノ内容ナク,腦 膜ニ出血,肥 厚等ヲ認メズ.腦 質ニ式ノ如ク切ヲ加 ヘテ各部ヲ檢スル

ニ,組 織ノ挫滅,出 血又ハ愛色部ヲ證明セズ.

(7)頸 胸臟器 ヲ檢スルニ,心 及ビ肺ニ溢血點ナク,大 動脉ハ微ニ硬變 シ,心 筋及ビ内膜ニ著變 ヲ認 メズ,

肺 臟ノ1部 ハ胸壁及ビ横隔膜 ト癒着 シ,其他 ニ特記スペキ變化ヲ存セズ.頸 部 ノ皮下ハ一般ニ汚赤色ヲ呈 シ

(死 後血色素 ノ滲潤),筋 肉ニ斷裂又ハ出血等ナシ,甲状軟骨ハ略ボ共左右兩板 ノ合スル稜角ニ沿ヒテ骨折 シ,

環状軟骨ハ弓部ノ中央ヨリ稍々右ニ偏シテ骨折シ,上 部3-4箇 ノ氣管軟骨亦略ボ其前部中央 ニ於テ骨折ス.

之等骨損傷部附近 ノ組織バ一般ニ活赤色ニシテ特ニ他部ニ比 シ濃色ナルヲ認 メズ.舌 骨及ビ甲状軟骨左右

上角 ニハ損傷ナク,咽 頭,喉 頭,氣 管及 ビ食道ニ損傷異常ヲ見ズ.

(8)腹 腔臟器 ニハ一般ニ死後ノ分解作用著明ニ現ハルル外特記スペキ事項ナシ.

4.死 因如何:

上記セル剖檢所見中死因ニ直接ナル關係ヲ有スペシト思惟セラルル病變ヲ發見 セザルニ反シ,頸 部ニハ

實 ニ怪ムペキ所多 シ,已 ニ腦出血 トシテ埋葬セラレタルモノナレ ドモ腦質内ニハ新鮮ナル出血竈又ハ出血

ノ跡 ト思ハルル變色部ナク,又 頭部ニハ生前ニ生 ジタル挫裂創ヲ存スル故ニ腦震壷症ヲ發 シ,コ レガ爲メ西

死亡 シタルモノトセバ受傷後死亡時マデノ症状 ノ經過如何ハ重大ナル關係ヲ有スルモノナ リ,然 レドモ,頭

部ノ創傷ニハ膏藥 ノ貼布 創縁ノ癒着等ヲ存シ,受 傷後間モナク死亡シタルモノトハ推定 シ難ク,且 後記

スル如ク受傷後輕快シタル事實ア リ.然 ルニ頸部内外ノ所見ニハ,索 條様物ニヨ リ擦過セラレテ生 ジタリト

思惟セラルル表皮剥脱及ビ甲状軟骨,環 状軟骨竝ニ氣管軟骨 ノ骨折ア リ,之等 ニハ其附近ニ出血ノ痕跡ヲモ

止 メザル故,之 等 ノ生成 ガ果シテ生前ナ リヤ死後ナ リヤニ就キテハ,正 確ナル判定ヲ下スコト困難ナル如キ

モ,死 體ニ斯 ノ如キ創傷,殊 ニ喉頭氣管 ノ軟骨骨折ヲ生ズペキ機曾ハ,蓋 シ甚ダ特異 ノモノナラズソバァル

ベカラズ.即 チ死後 ノモノトシテハ他ノ原因 ニテ殺害シタル死體ヲ其自縊ナルヲ思ハシメンガ爲メニ,頸 部

ニ索條 ヲ纒絡 シテ懸垂スルコトハ,往 々見ラルル所ナ レドモ,此 際生ズル軟骨骨折ハ,舌 骨,甲 状軟骨上角

ニ來ルヲ常 トス,又 之ヲ生前ニシテハ,絞 頸(絞 殺),扼 殺或 ハ特殊體位ニ於ケル自縊等ニ際 シ生ズル可能性

アリ,此 際ニハ一般窒息死ニ現ハルル所見ヲ併セテ存スペキモノナルガ,長 時日ヲ經 タル死體ニア リテハ不

明トナルヲ免レズ.

已 ニ剖檢中,頸 部所見以外ニ充分 ニ死因ヲ説明 スルニ足 ルモノナク,又 死後頸部ニ更ニ軟骨骨折ヲ起ス程

度 ノ暴カガ加ハリタトスル事情ノ存 スペシトモ思ハレズ,依 ツテ絞頸,扼 頸或 ハ特殊體位ニ於ケル自縊ハ,

216



臥位 ニ於 ケル縊死 ノ1例 1471

此際最モ蓋然性ニ富ムモハナラソ,而 シテ3者 ノ何 レナリヤハ,通 常,頸 部外表 ノ檢査,一 般外表檢査中暴力

(被 害者 ノ抵抗ニ對スル加害者 ノ行爲)ニ 因ル創傷 ノ有無及ビ周圍ノ状況等ニ據 リテ鑑別セラルルモノナル

ガ,本 件ニ於テハ,死 後已ニ長時間ヲ經過 シタルコト,又長時間死體ガ水中ニ浸漬 シア リシコト等 ニ因 リテ,

頸部竝ニ一般外表所見 ニ基 ク鑑別ハ充分ナラズ,但 シ左頸部ニ殘存スル表皮剥脱ニハ多少 ノ意義アルペシ,

之 ヲモ死體 ノ頸部ガ衣服ノ襟ニテ擦 レ,死 後生成シタルモノナリトセパ,夫 レマデナルガ,内 頸部ノ變化 ト

照合シ,コ レニ重大ナル意義 ノ存スルモノトナスハ蓋シ至當ナラン.

通常絞頸ニ於テハ索條 ノ痕 ガ全頸部ニ略ポ環状ニ生 ジ,扼 頸ニ於テハ爪或ハ指端ノ痕ガ頸部 ニ印セラル

ルモノナルガ,之 等ガ種々ノ原因ニヨリテ非定型的 トナ リ,又 古キ死體ニ於テハ不明 トナルコトアリゴ特殊

體位ニ於ケル自縊 ニ於テハ 索條 ノ痕ガ全頸部ヲ圍繞セズシテ後頸部ニハ之ナキヲ常 トシ,本 例稍々コレニ

類スル如 キモ,左側 ノミ存スルハ肯定 シ雑 シ.於 是死亡當時死者及 ビ周圍 ガカカハ體位ヲ'トリ得ペキ状況ニ

ア リシヤ否ヤハ本件ニ於テ實ニ重要ナル點ナ リ,即 チ死亡當時 ノ諸種事情竝ニ状況ヲ明カニシ併テ受傷(4

月16日)後 死時(4月22日)ニ 至ル間 ノ死者生前ノ容體ヲ詳知スルハ上記 ノ疑間ヲ解決スルニ當 リ甚ダ必

要ナルモノト思惟セラレタレパ,之 等ノ點ニツキ,詳 細取 リ調ぺ方ヲ豫審判事及ビ檢事ニ依頼シ,其 結果ヲ

剖檢所見 ニ参考シテ本件 ノ死因ヲ明カナラシメントセ リ.然 ルニ,剖 檢セラレタル上ハ,眞 ノ死因ハ直チニ

明瞭ニナルペシト考ヘタル本件 ノ關係人ハ,剖 檢 シタル日ノ夜,自 發的 ニ,警 官ニ眞相ヲ語 リ出デタリトノ

事ナルガ,下 記スル所 ト重複スル嫌 アル故ニ,省 略シテ,以 下檢事ノ取調ペタル所ハ大要 ヲ記 シツツ上記疑

問ヲ解 カントス.

5.本 件調書 ノ参照:

(1)死 者 ガ生前頭部ニ受 ケタル創傷ヲ處置 シタル醫師ノ述プル所ニヨレパ4月16日 ○○ ガ頭部ニ損傷

ヲ受ケタル際一時失神 ノ状態ニ陥 リシガ間モナク意識 ヲ同復シ, 4月22日 ○○ ガ急ニ死亡スルニ至ルマデ

ニ創傷及ビ之ニ起因セル諸症状ハ,著 シク輕快シ,受 傷部ニ化膿 ノ兆ナク食機亦常ノ如クアリシト云フ,然

レバ○○ ノ死因ヲ創傷傳染病又ハ創傷ヲ生ズルニ至 リタル暴力ニ基ク腦震盪ナリトスルハ恰適スル所甚ダ

鮮シ.

(2)本 件關係人中○○ ノ死ヲ最初ニ發見 シタル2-3ノ 者ハ,初 メノ程ハ秘シ居 リタルモ,後 ニ至 リテ,

○○ハ縊死シタルモノナ リト申シ立テ,當 時 ノ模様ニ就キテ述ブル所ハ,實 ニヨク,上 記剖檢所見ニ適合ス,

即チ檢事ガ當時 ノ模檬ヲ間ヘルニ對シ甲人 ハ 「少 シ横身ニナツテ居 タ事ハ蓮 ピアリマセヌガ何分咄嵯ノ際

デアリマシタカラ程ヨク覺エテ居 リマセヌ」,體 ノ何レノ側ガ下位ニアリシヤノ間ニ對シ 「或ハ右ヲ下ニシ

テ居 タカモ知レマセヌ」,足 ノ位置 ニ關シテハ 「何デモ蒲圍ガカカツテ居タカモ知 レヌト思 ヒマス」,頸部 ノ

索溝ニ關 シテハ 「右下ニ少 シ赤味ヲ帶ビタ溝ガ出來テ居リマシタカラ指デヨク揉 ンデ遣 リマシタラ少 シハ

ナホリマシタ」,索條 ノ痕 ガ揉ムコトニヨリテ如何二變ジタルヤニ對シテハ 「何 トモ思ハズニ居 レパ判 リマ

セヌガヨク見 レバ直グ判ル位 ノ程度デア リマシタ」 ト答 ヘヲレリ.

更 ニ乙入ハ當時 ノ模様ヲ訊ネタル檢事ニ對シ 「足ヲ兩方 トモ左下へ少 シク伸パシテ投ゲ出シ上身ハ少 シ

ク前ニ俯 シ少 シ顔ヲ右 ニ向ケテ居 リマシタ」,床 ト頭 トノ距離ニ關シテハ 「約5-6寸 位 ノモノデアリマス」.

死 者ハ生前 ヨリ手足 ノ不自由アリシ由ナルガ,如 何ナル程度 ニ然 リシヤノ問ニ對 シ「食事 ハ時ニ茶碗ノ底 ノ

飯ナ ドヨクサラ^レ ナカツタカラオムスビヤオハギニシテ上ゲテ居タノデスガ夏蜜柑ナ ドハ自分デ皮ヲム
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ヒデ食ウチ居 リ→シタカラ死 スル覺悟ナラ首 ハ括レルト思ヒマス」,自縊 ニ用 ヒタル索條ニ關 ジテハ 「寝間

ノ上部ヨ リ蒲團ヲツルノニ下ゲテアリマシタ古イ厚司 ノ襟ヲサイタ細イ幅 ハ布ニ繃帶 ノ切ヲ2重 ニ繼 イデ

其端デ西ニ向ヒテ首ヲ括テ居 リマシタ」 ト答ヘヲレリ.

即 チ之等取調ノ結果ニヨレパ,○ ○ハ自縊 死シタルモノナルガ,通 常多數 ノ自縊 ユ見ル如 キ體位ヲ採ラズ

シテ,腹 臥 位ニシテ幾分横ムキ(右 ムキ)ニ 縊死シタルモハノ如 ク,而 シテ自縊 ニ用 ヒタル索條ハ天井 ヨリ

吊 リヲリタル紐 ヲ利用 シタル由ナ リ,之 等 ノ状況ヲ,剖 檢所見 ニ據 り得 タル結果ニ参照 シテ,○ ○ノ死因ヲ

按ズルニ,最 早冗言ヲ要セザルペシ.即 チ幾分右向キノ腹臥位ニ於テ自縊死 シタルモノト認ムベク,死 者ノ

頸部ノ内外 ニ於 ケル所見 ヨクコレニ合致ス.

次 ニ定型的或ハ非定型的何 レハ縊死ニ於テモ大多數ハ自爲ニ據 ルモ ノナルガ,然 レドモ一般變死ニ於テ

ハ自他何 レニヨリテナサレタルヤノ問題 ニハ一應觸レオクペキナリ,殊 ニ緒言ニ於テ述ペタル如ク幼兒,失

神者或ハ手足 ノ自由ヲ失 ヘルモノ等ハ,比 較的容易ク,他 爲 ニヨリテ縊死.セシメラルルモ ハナレパ○〇 ノ如

ク,頭 皮 ニ損傷ヲ存 シ,且 手足ノ自由ガ全ク充分 トハ云ヒ難キ老入ガ,縊 死セル場合ニハ,勿 論一應考慮ス

ペキ所ナ リ.

○○ ノ頭部ニ於ケル創傷ガ其死因 ト直接關係ナキコトハ上記セル如 シ,且 其生成 ノ時期ハ,死 亡時ヨリ相

當以前 ニシテ,共 間ニ創傷及ピコレニ起因セル症状ハ輕快セル趣ナリ,故 ニ縊死ガ創傷 ニヨル人事不省 ノ間

ニ他爲ニヨリ行ハ レシモノナラザルハ明カナリ.又 ○○ノ身體ニハ,外 來 ノ暴力ニ對スル防禦抵抗ニヨリテ

生 ジタリト思惟セラルル創傷ナク,殊 ニ,手足 ノ幾分不自由ナル○○ニ相懸ハシキ異常體位ニ於テ縊死セル

コ ト,周圍 ノ事情竝ニ状況ガ何 レモ自縊 ト認ムペキモノノミナル コト等ハ○○ノ縊死ヲ,多 クノ他ノ縊死ノ

場合 ト等 シク,自 爲 ト觀ルペク恰適スル所ナリ.

總 括

1.本 例 ハ稀 ニ見 ラルル臥 位 自縊 ノ1例 ニシテ,剖 檢所 見竝 ニ周圍 ハ事 情及 ビ状況 ニ據 リ,

鑑 別診斷 シタル モノナ リ,而 シテ死 者ハ手足 ノ 自由充分 ナラザル老 ヘニ シテ,死 亡當時 ノ事情

ガ最 初 ヨリ明 白 ナ リシナ ラバ,簡 單 ナル行政 檢視 ニテ濟 ミタル モノナルベ ケ レ ド,其 秘 セラ レ

タル爲 メ竝 ニ生 前受傷 ノ事實 ア リシ爲 メニ,死 因 ニ疑義 ヲ生 ジ,司 法官憲 ノ活 動 ヲ見ル ニ至 リ

タルモ ノナ リ.

2.本 例 ニ於 テ死 體ハ死後水 中 ニ於 テ相 當 ハ時 日ヲ經 過 シ居 リ,且 頸 部 ハ索痕 ニ人工 的抹 消

法 ヲ試 ミタル事實 ア リシ トハ云へ,一 般 剖檢所 見,特 ニ頸 部外 表 ノ變 化 ガ輕 度 ナ リシコ トハ先

入 ガ異常體 位 ノ縊 死 ニツキ云 フ所 ニ ヨク 一致 ス.

3.本 例 ハ稀 ニ見 ルー ツノ縊 死 型 ニ シテ,法 醫學 上甚 ダ興 味 アル モハナル ガ,變 死或 ハ病死

ヲ問 ハズ,死 體 ハ死 因 ヲ檢案 スル機會 ヲ有 スル實地醫家 ニ トリテモ,多 少参考 トナル ベ キ點 ナ

シ トセズ.

附言 擱筆スルニ當 リ,本 件 ニ關 シテ.當 時種々ナル便宜ヲ予ニ與 ヘラ レシ檢事佐伯清君ハ,昨 年病

ヲ得テ長逝セラレタ リ,茲 ニ共英靈ニ對シ,深 甚ナル追悼 ト感謝 ノ意ヲ表ス.　(5.4.19.受 稿)
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340. 6

Kurze Inhaltsangabe.

Ein Fall von Erhangen im Liegen.

Von

Seiichi Yoshimoto.

Aus dem gerichtsiirztl. Inslitut der med. Universitdt Okayama.

Eingegangen am 19. April 1930.

Verf. berichtete uber einen interessanten Fall von Erhangen im Liegen. Es handelt 

sich um eine alte Frau, welche wegen angeblicher leichter Hemiplegie lange Zeit bett

lagerig war und etwa eine Woche vor dem Tod mit ihrem Manne in Streit geraten war, 

wobei sie einige leichte Verletzungen an der Kopfhaut erhielt.

Der Arzt nahm als Todesursache Hirnblutung an und man vollzog die Beerdigung. 

Danach wurde wegen verdachtiger Geruchte uber die Todesursache die Leiche zur geri

chtlicben Sektion gebracht.

Es war schon lange Zeit seit dem Tode vergangen und der Beerdigungsort der Leiche 

war sehr sumpfig, infolgedessen zeigte die Leiche schon hocbgradige postmortale Ver

anderung, weswegen der Sektionsbefund sehr undeutlich war. Es wurden nur Haut

abschurfungen an der linken Seite des Vorderhalses und Frakturen der Schildknorpel

platte, des Bogens des Ringknorpels und des Knorpels der Trachea vorgefunden, deren 

Vitalreaktion infolge der postmortalen Veranderung unklar war. Was die allgemeinen 

Befunde des Erstickungstodes anbelangt, so waren such these nicht klar, weswegen die 

Diagnose der Todesursache ziemlich schwer war.

Aber Grund des Sektionsprotokolles und bei Vergleich desselben mit dem polizeili

chen und gerichtlichen Untersuchungsprotokolle wurde bestatigt, dass der Tod der Leiche 

auf Selbsterhringen im Liegen zunceAzufuhren war. Das Selbsterhangen war namlich 

mittels einer zum Aufhanten der Bettdecke an der Zimmerdecke lose hangen gelassenen 

Schnur in der Bauchlage vor rich gegangen.
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